競技運営に関する注意事項

１．主将会議

　（１）必ず主将は出席すること。その他、主務およびマネージャーの出席を認めるが、いずれか
　　　　１名は必ず出席し、チームから最低２名出席すること。

　（２）出席のないチームは原則として棄権とみなす。

　（３）会議で説明または決定された事項は、チーム全員に徹底させること。

　（４）登録の変更（選手25名と予備登録選手の交代）のため、大会パンフレット（当日配布）に

登録されている選手を予めチーム内で確認しておくこと。

　　　　ⅰ）登録変更は、パンフレットに記載されている選手以外は認めない。すなわち本登録

からの抹消と、25名の枠を満たす限りにおいての予備登録から本登録への繰り上げ

のみこれを認める。

　　　　ⅱ）各代表校からの十分な確認を経た参加申込書の記載内容を基に作成しているため、既

に記載している事項以外の付け加えや、その他の表記は認めない、それ以外の訂正は

誤字以外の訂正は認めない。

　（５）出席者は必ず正装で参加すること。

　（６）主将会議の場に各代表校は、ユニフォーム一式（帽子、ユニフォーム上下、スパイク等）

１セットを持参すること（着用する必要はない）。

２．開会式

　（１）主将会議にて登録確認が済んでいる者（25名以内）は全員出席すること。

　（２）許可なく出席しない者のいるチームは原則として棄権とみなす。

　（３）入場行進は主将を先頭に、背の高い順に行進をする。

　（４）迅速な行動をとること。

３．ダッグアウト

　（１）組み合わせ番号の若い方を１塁側とする。

　（２）ベンチ入り有資格者

　　　　・主将会議にて登録確認の済んでいる２５名以内と、部長１名以内、監督１名以内、コー
チ２名以内とマネージャー１名以内、トレーナー１名以内の計３１名以内。なお、マネ
ージャーおよびトレーナーにつき、申込書によって申請された者であれば、試合毎にベ
ンチに入ることのできる１名を変更することを認める。

４．グラウンドに入れる者の制限

　（１）ノッカーも必ず選手と同じ服装（スパイクも含む）を着用すること。

　（２）練習中及びノック中に、ユニフォームを着用していないもの、登録されていない者はグラ

ウンド内への立ち入りを禁ずる。
　（３）ベンチ入りするマネージャーは特別な理由がない限り正装すること。また、理由の一切を

問わずハイヒールでグラウンド内に入ることを禁止する。
　（４）各チームのトレーナーは、仕事のしやすい服装（トレーニングウェアなど）を着用するこ

と。
５．メンバー表の交換及び攻守の決定

　（１）第１試合に出場する両チームの主将は、試合開始予定時刻の１時間前に、メンバー表４通

を持って本部席に集合する。初日は開会式直後に、移動がある場合には各球場到着直後に

集合するものとする。

　（２）第２試合以降のチームの主将は、前試合５回終了時にメンバー表４通を持って本部に集合

すること。

　（３）試合の攻守は大会第１日全試合に限り主将会議で、それ以外はメンバー表交換時に（審

判又は大会本部役員立会いの下）主将のジャンケンによって決定する。

６．試合開始前のアップ

　（１）グラウンド周辺でのアップは一般客等に十分注意する。

　（２）グラウンド周辺でのバット、ボールの使用を原則禁止する。なお、使用が認められた場所
でのみ、スタッフの立会いの下、例外的に使用を認める。

　（３）第１試合出場チームは、外野の芝生でのアップ及びキャッチボールを認める。

　（４）第２試合以降は原則として球場内でのアップ時間はとらない。

　（５）第２試合以降の出場チームのキャッチボール、トスバッティングはノック開始前、及び相

手チームのノック中に限り、ファールグラウンドで行うことを認める。

　（６）本大会では、次試合の先発バッテリーのブルペン使用を認めない。なお、グラウンド内を

通過せずに使用可能である場合はこの限りではない。

７．ノック

　（１）ノックは後攻チームからそれぞれ７分間ずつ行う。

　（２）第１試合のノックは試合開始予定時刻の４０分前より行う。

　（３）第２試合以降は、原則として前試合終了後準備が出来次第行う。

　（４）第２試合以降の試合開始時間が遅れている場合は、ノックを行わない場合がある。この場

合はメンバー表交換時に通告する。

８．各球場での注意事項

　（１）球場外でのスパイクの使用を厳禁する。

　（２）野球場周辺でのアップは原則体操、ランニングのみとする。

９．雨天

　（１）試合の有無は各自で判断しないこと。試合の有無については大会本部より主将もしくは責

任者に直接あるいは携帯電話にて連絡する。

　（２）当日、試合を全て中止する場合と、午前中はみあわせて午後から行う場合があるので、大

会本部からの連絡に注意すること。

　（３）少雨の場合でも、日程の都合上、球場の使用が可能な限りは試合を行う。各チームは独自

の判断で延期又は遅刻をしてはならない。その場合は、原則として棄権したものとみなす。

１０．日程

　（１）試合の日程が著しく遅れた場合には、その後の試合を当初の予定外の会場で行うことがあ
る。

　（２）天候等の理由により日程が著しく遅れた場合あるいは遅れそうな場合は、会場と試合数を

変更することがある。
１１．その他

　（１）大会に関する全事項・大会委員・審判判断・競技委員の指示は必ず守り、大会の運営に支

障がないように協力する。

　（２）予測不能な事態が生じた場合、大会委員・審判・競技委員の判断にゆだねる。

　（３）何か疑問があれば主将会議時に質問すること。それ以外でのクレームは認めない。以下本

大会の規定においてこの原則は全て適用される。
　（４）各自で出したゴミは必ず持ち帰ること。

大会特別規定
１．大会使用球
　（財）全日本軟式野球連盟公認A号球
２．表彰選手

　・最高殊勲選手：優勝チームから１名選出

　・最優秀投手　：優勝チームの投手から１名選出

・優秀選手　　：準優勝チームから１名選出

　・敢闘賞　　　：３位、４位のチームから１名ずつ選出

　・特別賞　　　：特に目立った、活躍した選手がいた場合のみ選出

３．用具

　（１）金属バットは（財）全日本軟式野球連盟公認（JSBBマークのあるもの）を使用すること。

　（２）打者・走者は（財）全日本軟式野球連盟公認（JSBBマークのあるもの）のヘルメットを着

用すること。またひび割れ、破損しているものの使用は認めない。

　（３）バッターの肘あて、膝あてともにJSBBマークのあるものの使用は認める。

　（４）捕手は（財）全日本軟式野球連盟公認（JSBBマークのあるもの）のレガース・ヘルメット・

マスク・プロテクターを必ず着用すること。特に、ノック時およびブルペン内ではレガー

ス・ヘルメット・プロテクターの着用を義務付ける。また、セーフティーカップに関して
は、いずれの場面においても着用を推奨する。

　（５）サングラスの着用は認める。

　（６）メガホンのベンチ内への持ち込みは各チーム３個までとする。

４．ユニフォーム

　（１）同チームの各選手（監督及びコーチも含む）は、同色・同形・同意匠の学生らしいユニフ

ォームを着用すること。

　（２）ユニフォームについては、本連盟の「ユニフォーム等に関する規定」（2007年12月2日制

定）に沿うこと。
　（３）バッティンググローブおよびリストバンドは、学生らしいものであればデザインは自由と

する。ただし、投手の利き腕にリストバンドをすることは禁止とする。
５．試合運営

　（１）１回戦、２回戦、準々決勝はコールド制を適用し、５イニング以降１０点差、７イニング

以降７点差以上でコールドゲーム成立とする。
　（２）雨天コールドは１回戦から準々決勝は５回終了時点、準決勝以降は７回終了時点で試合成

立とする。ただし、後攻チームの得点が、先攻チームの得点より多い場合は、５回の裏を

行わなかったとき、又は５回の裏の途中で試合終了が命じられたときには、５回未終了で

あっても正式試合となる。それ以前に試合続行不可能の場合は再試合を行う。また、コー

ルドの判断は審判・大会本部による。
　（３）９回終了時点で勝敗が決定していない場合には延長戦を行う。なお、９回終了時点において、１回戦では２時間を、２回戦、準々決勝では２時間半を基準に、新しいイニングには入らず、延長特別ルールを採用する。

　　　　・延長特別ルール：前回の最終打者を１塁走者、その前の打者を２塁走者、さらに前の打

者を３塁走者としてノーアウト満塁よりはじめる。勝敗がつくまで行

う。決着がつかない場合は延長１８回まで行い、それでもなお決着が

つかない場合は翌日再試合を行う。
　（４）ナイター設備のある球場以外では、日没コールドを適用することがある。

　（５）準決勝、決勝、３位決定戦には時間制限はないが、最大延長１８回までとし、それ以降は

新しいイニングに入らず、延長特別ルールを採用する。

　（６）アピール権は監督と主将が有している。

　（７）試合中、投球練習をするバッテリーを含めて４名まで（ネクストバッターは除く）ファー

ルグラウンドでのアップ、キャッチボール及び素振りを許可する。またバットボーイは人

数に含まれるためベンチ内での待機となる。

　（８）試合中、守備側のタイム時の指示を伝えるための伝令を許可する。この時、伝令に出られ

るのはベンチ入りの選手の中の１名とする。

　（９）走者及びコーチャーズボックス内のコーチのグランドコートの着用は原則禁止する。ただ

し、大会本部の判断で着用が認められる場合がある。

　（10）コーチャーズボックス内のコーチのヘルメット着用を義務付ける。ただし、事情に応じて

はこの限りではない。

６．試合放棄

　（１）試合開始予定時刻１時間前に正当な理由なく９名以上の登録選手が集合しない場合、また

放送で呼び出してもメンバー表を提出しない場合は試合放棄とみなす。

７．トレーナー

　（１）今大会では大会本部が手配したトレーナーが待機しているので、試合中の怪我、病気の際

には、トレーナーの指示に従うこと。また、今回は緊急時以外にも個人的にトレーナー業

を頼むことが可能である。

　（２）トレーナーの処置は、いかなるときも緊急時のトラブルが最優先される。

大会期間中の注意事項
１．大会参加に際しては、「競技運営に関する注意事項」「大会特別規定」「大会期間中の注意事項」

「審判長からの注意事項」をよく読んで、全部員に周知徹底し、これらを遵守すること。

２．試合中の暴力行為、暴言に関しては、当該選手の退場及び、当該試合没収の処分に処すること

がある。また、審判の下した判断に対する抗議は、試合運営に支障をきたすと審判員及び大会

本部が判断した場合、審判員及び大会本部は上記の処置をとることができる。

３．大会中の各会場への移動は、遅刻のないようにする。

４．大会中のユニフォーム着用中での喫煙を厳禁する。
５．大会中の各会場の本部席、ならびに記録室等への立ち入りは、関係者以外禁止とする。なお、

関係者とは、大会役員（審判員を含む）、実行委員会スタッフ、報道関係者を指す。ただし、大

会本部の許可があり、運営上必要な場合はこの限りではない。

６．スパイクの使用は球場内のみとする。試合前にウォーミングアップ等で球場以外の場所を使用

する場合、または球場の利用規則によりアップにおけるスパイクの使用が禁じられる場合には

必ずアップシューズまたは運動靴を使用すること。

７．上記記載項目以外であっても、大学軟式野球競技者として相応しくない行為があった場合は、

大会役員及び審判員等から注意することがある。この場合は、当該選手・チームは注意・指示

に従わなければならない。

８．試合中のガムは禁止とする。
９．全てにおいて迅速に行動すること。
10．各自で出したゴミは責任を持って持ち帰ること。弁当のゴミについては、各大学でまとめて所

定の位置におくこと。
11．ゴミ、タバコに関する規律が守られてない大学に対して注意を促しても従わなかった場合、何

らかのペナルティーを与える。
12．貴重品の管理は十分注意すること。

審判長からの注意事項
１．選手交代は必ず監督が球審に申し出ること。特に、２人以上の交代については注意すること。
なお、監督がいない場合はコーチ、主将、主務などのチームにおける責任者が必ず代行し、選

手交代通告時に試合進行の妨げとならないよう人選を行うこと。ただし、試合毎の変更は可能
とする
２．試合中プレーに対して抗議が行えるのは監督（代行含む）、主将、当該プレーヤーのみである。
３．試合開始前は、審判団による用具の確認が行われる。

４．試合球の交換は審判が認めたときに限る。

５．試合のスピード化に関する事項

　（１）攻守交替は駆け足で行うこと。

　（２）攻守交替の際、守備側はボールを転がさないで、必ずマウンド上にボールを置くこと。

　（３）投手と捕手について

　　　　ⅰ）投手が捕手のサインを見る時は、必ず軸足を投手板につけていること。

　　　　ⅱ）投球を受けた捕手は、速やかに返球すること。

　　　　ⅲ）捕手より返球を受けた投手は、速やかに軸足を投手板につけること。

　　　　ⅳ）ランナーがベース上にいる時の牽制球は遅延行為とみなし、ボークとする。

　（４）打者について

　　　　ⅰ）打者は速やかに打席に入ること。

　　　　ⅱ）次打者は必ずネクストバッターサークルに入ること。投手であっても必ず実行するこ

と。また、投手が投球動作に入ったときには身を低く構えて待機すること。

　　　　ⅲ）打者はみだりにバッターボックスを外さないこと。

　　　　ⅳ）打者は必ずバッターボックス内でサインを見ること。
　（５）内野手について
　　　　ⅰ）試合中、内野手間で転送球を行う際は、１回り以内とする。
　　　　ⅱ）試合進行が遅れている場合には転送球を止めさせることがある。
６．タイムの制限について

　（１）タイムは１分間を限度とする。ただし、審判が必要と認めた場合はこの限りではない。

　（２）タイムはプレイヤーの要求したときではなく、審判が認めたときである。

　（３）守備側のタイム制限数は４回までとする。また、この場合のタイムとは、「捕手」または「内
野手」が投手のところに集まり投手と協議を行った場合のことを指す。よって、打者走者
が進塁時のプレーに伴い靴ひも等のゆるみを正す際のタイム取得は上述の「タイム」には
含まない。また、タイムの判断は人数ではなく、時間を基準として主審が判断する。
　（４）審判がタイムをコールし、ベンチから投手へ指示を行う場合は、ベンチから出て行くのが

監督、コーチ、ベンチ入り選手の誰であっても、その場合のタイムは監督によるタイムと

見なし、「捕手」または「内野手」が投手のところに集まり投手と協議を行ったか否かによ
らず、（３）のタイムには含まない。ただし、（４）におけるタイムが１イニングに２回あ
れば、その時点で投手は交代しなければならない。
　（５）投手交代時に「捕手」または「内野手」が投手のところに集まり投手と協議を行った場合
は（３）のタイムに含まれない。ただし、投手交代における投球練習後に「捕手」または
「内野手」が投手のところに集まり投手と協議を行った場合は、（３）のタイムに含まれる。
　（６）攻撃側が作戦を相談するためにタイムを要求した機会を利用して「捕手」または「内野手」
が投手のところに集まり投手と協議を行った場合は、（３）のタイムには含まれない。ただ

し、攻撃側の協議が終了した時点において守備側の協議が続いていれば、改めて（３）に

おけるタイムと見なされることがある。

（７）延長では、（３）から（６）までのタイムを２イニングに１回まで認める。

７．ストライク・ボール・アウト・ハーフスイング・フェア・ファールなどの判定に対する抗議は

認めず、またこれを厳禁とする。

８．球審が下したハーフスイングの判定には抗議できないが、球審がボールと判定したときのみ、

捕手が球審に対し、振ったか否かの確認を求めることができる。

９．試合中の禁止事項

　（１）投手が利き腕にリストバンド・サポーター・テーピング等を使用すること。なお、故障な

どによりやむを得ず使用する際は、大会本部、審判員に申し出て許可を得ること。

　（２）足を高く上げてスライディングすること。なお、これが守備の妨害になったと審判員が認

める場合は、走者をアウトとする。

　（３）プレイヤーが塁上に腰をおろすこと。

　（４）プレイヤー・審判に対する野次の個人攻撃

（５）審判員、相手のプレイヤーに手をあげること。

10．上記の注意事項を厳守すること。万が一このような事態が起こった際は、退場等の処分を命じ

る。さらに、当該試合を没収とし、当該チームに対しペナルティーを与えるものとする。

※参考資料

全日本大学軟式野球連盟　ユニフォーム等に関する規定（抜粋）

《規定》

	ユニフォーム

	➀色、形、意匠
	②背番号
	③表示

	· 全員同色、同形、同意匠　（見える部分の商標も含む）

· メッシュ地と普通生地などは、全員同一とは問わない

· ズボン裾の長さの統一は問わない

· 袖の長さは左右同一にする

· デザイン性より、安全性にこだわること
	· 主将10

· 監督30

· コーチ28・29

· 選手はそれ以外の1～99


	・全員同一の表示を必要とする

・番号（胸や肩も可）、地域名（都道府県名、市町村名、旧名称など）、大学名（準じるもの）、校章（準じるもの）、個人名（背番号の上にローマ字による姓のみ可。ただし同姓がいる場合は、名の頭文字を入れることも可）の範囲で表示可とする


	帽子
	アンダーシャツ
	ストッキング
	スパイク
	アクセサリー

	· 全員同色、同形、同意匠　（見える部分の商標も含む）
	· 全員同色

· 袖の長さの統一は問わない

· 見える部分への商標等は不可（メッシュ時の透けも含む）

· 襟首などへの表示は不可
	・全員同色
	・全員同色（メーカー統一は問わないが、配色は統一とする）
	・金属、非金属問わず、いかなるものも不可（リストバンド、サポーター等除く）
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